
都
市
計
画
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
五
十
七
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

（
法
第
三
十
四
条
第
十
一
号
の
条
例
で
指
定
す
る
土
地
の
区
域

（
法
第
三
十
四
条
第
十
一
号
の
条
例
で
指
定
す
る
土
地
の
区
域

）

）

第
六
条

法
第
三
十
四
条
第
十
一
号
の
条
例
で
指
定
す
る
土
地
の

第
六
条

法
第
三
十
四
条
第
十
一
号
の
条
例
で
指
定
す
る
土
地
の

区
域
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
土
地
の
区
域
と

区
域
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
土
地
の
区
域
と

す
る
。

す
る
。

一

政
令
第
二
十
九
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
（
規

一

政
令
第
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
土

則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。
）
以

地
の
区
域
以
外
の
土
地
の
区
域

外
の
土
地
の
区
域

二

市
街
化
区
域
か
ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
土
地
の

二

市
街
化
区
域
か
ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
土
地
の

区
域
の
う
ち
、
知
事
が
指
定
す
る
土
地
の
区
域

区
域

三

敷
地
相
互
間
の
最
短
距
離
が
五
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な

三

敷
地
相
互
間
の
最
短
距
離
が
五
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な

い
距
離
に
位
置
し
て
い
る
建
築
物
（
市
街
化
区
域
内
に
存
す

い
距
離
に
位
置
し
て
い
る
建
築
物
（
市
街
化
区
域
内
に
存
す

る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
四
十

る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
四
十

以
上
連
た
ん
し
て
い
る
土
地
の
区
域
又
は
半
径
二
百
五
十
メ

以
上
連
た
ん
し
て
い
る
土
地
の
区
域
又
は
半
径
二
百
五
十
メ

ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
四
十
以
上
の
建
築
物
が
存
す
る
土
地
の

ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
四
十
以
上
の
建
築
物
が
存
す
る
土
地
の

区
域

区
域

四

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
登
記
簿
の
同
条
第
十
八
号
に
規
定

二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
登
記
簿
の
同
条
第
十
八
号
に
規
定

す
る
地
目
が
宅
地
又
は
雑
種
地
と
し
て
登
記
さ
れ
て
お
り
、

す
る
地
目
が
宅
地
又
は
雑
種
地
と
し
て
登
記
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
、
当
該
登
記
の
年
月
日
が
平
成
十
三
年
五
月
十
七
日
以

か
つ
、
当
該
登
記
の
年
月
日
が
平
成
十
三
年
五
月
十
七
日
以

前
で
あ
る
土
地
の
区
域
。
た
だ
し
、
通
路
又
は
道
路
と
し
て

前
で
あ
る
土
地
の
区
域
。
た
だ
し
、
通
路
又
は
道
路
と
し
て

使
用
さ
れ
る
部
分
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

使
用
さ
れ
る
部
分
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
政
令
第
三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ
の
条
例
で
定
め
る
建
築

（
政
令
第
三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ
の
条
例
で
定
め
る
建
築

物
）

物
）

第
九
条

政
令
第
三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ
の
規
定
に
よ
り
条

第
九
条

政
令
第
三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ
の
規
定
に
よ
り
条

例
で
区
域
、
目
的
又
は
用
途
を
限
り
定
め
る
建
築
物
は
、
第
六

例
で
区
域
、
目
的
又
は
用
途
を
限
り
定
め
る
建
築
物
は
、

条
第
一
号
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
内
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
建

次
に
掲
げ
る
建

築
物
と
す
る
。

築
物
と
す
る
。

一

前
条
各
号
に
規
定
す
る
目
的
に
係
る
建
築
物
で
、
当
該
各

一

前
条
各
号
に
規
定
す
る
目
的
に
係
る
建
築
物
で
、
当
該
各

号
に
規
定
す
る
開
発
行
為
の
基
準
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
規

号
に
規
定
す
る
開
発
行
為
の
基
準
の
う
ち
建
築
物
に
係
る
も

則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

の

に
適
合
す
る
も
の

二

相
当
期
間
適
法
に
利
用
さ
れ
た
後
、
や
む
を
得
な
い
事
情

二

相
当
期
間
適
法
に
利
用
さ
れ
た
後
、
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
規
則
で
定
め
る
用
途
の
変
更
を
行
う
建
築
物
で
、
規

に
よ
り
規
則
で
定
め
る
用
途
の
変
更
を
行
う
建
築
物
で
、
規

則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

附
則
（
抄
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
第
六
条
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
九
条
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
申
請
が
な
さ
れ
る
も
の
に
係
る

許
可
に
つ
い
て
適
用
す
る
。


